
課題
1

データセンターのサイジング・構築が難しい
通信料増大や機能拡充を想定したデータセンターのサイジング・構築は難しく、機器の過剰
投資や、スペック不足による追加投資が発生する可能性があります。

課題
2

管理者の設定作業に負担がかかっている
システム運用中に構成変更が発生すると、機器の増強が必要であったり、それぞれの機器の
設定を変更したりしなければならず、管理者の負担が大きくなります。

ネットワーク機器の導入・維持コストが負担になっている
パブリッククラウドを利用する際、クラウド側に設置するゲートウェイや、データセンター内
のルーターやスイッチなどオンプレミスの設備が多く必要です。そのためネットワーク機器の
導入や維持運用コストが負担になります。

課題
3

クラウド化に伴うデータセンター利用で
こんなお悩みありませんか？

サービスごとに
異なる操作設定

サイジングが
困難

利用機器が
増大

データセンターの維持・更改・管理の負担を Alkiraで解決できます！



Alkiraによる仮想的なネットワークを利用することで、ネットワーク機器の機器
導入にかかるコスト（機器費用、導入費用など）や、維持コスト（光熱費、データ
センター利用料など）を圧縮できます。

ネットワーク機器の維持運用コスト削減

Alkiraは利用量に応じた従量課金モデルとなっているため、必要なときに
必要な分だけご利用でき、柔軟なスケール変更に対応できます。

従量課金モデルなのでサイジングが容易

各パブリッククラウドの接続・切断などの操作をAlkiraに集約して実施可能で
す。統一された環境で設定変更を行うことで、各パブリッククラウドの設定変更
が必要がなく、設定変更にかかる手間が減り、管理者の負担を軽減できます。

一元管理で管理者の負担を軽減

Alkiraがデータセンターの一部を担うので運用コストを削減可能

解決 3

解決 1

解決 2

クラウドネットワークを
スピーディーに構築

クラウドに対する
ガバナンスを向上させ、
セキュリティリスクを低減

提案から導入・運用まで
日立ソリューションズにお任せ

◆ ネットワークやクラウド分野の豊富な実績と
経験を生かした提案が可能

◆ さまざまな業界のシステム
構築経験にもとづく
充実の導入支援を提供

拠点 拠点

インター
ネット

インター
ネット

データセンター クラウド
サービス
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さまざまなネットワーク
機器が必要でコスト高

煩雑なデータセン
ター環境をシンプ
ルにし、コスト削減

クラウドサービスごとに
接続の設定操作が異なる

接続設定の変更（接続・切断など）の際、データセン
ターの各機器の設定変更が必要なくなり、Alkiraの
設定変更だけで可能＊

＊拠点・クラウドサービス側の設定が必要になることがあります

導入前 導入後

必要なときだけ

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/alkira/
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